


■『中国のエリート高校生日本滞在記』（張雲裳、人見豊編著・日本僑報社・１９００円＋税） 

 ０８年５月３１日から６月５日までの６日間、北京第四高等学校の２年生４００人余りが修学旅行として 

日本を訪問した。本書は彼らが日本滞在で感じたことをつづった１冊だ。日本は「きれい。サービスが行き届 

いている。ルールを守る。狭い」などよく言われることが書かれているが、今後を担う高校生が自分自身の体 

験に基づいて書いており、一読に値する。日本の特色はさまざまな事例から発見でき、彼らが選んだ事例 

には思いがけないモノもある。「日本の『手洗い文化』小考」はその一つである。 

 修学旅行生は東京班と大阪班に分かれ、東京班は慶應高校を訪問、同校の生徒と交流した。 

本書の翻訳は慶應高校の中国語教諭を中心に行われた。編著者の張雲裳氏は北京第四高等学校 

副校長、人見豊氏は慶應高校最初の中国語教員で、受け入れに中心的な役割を果たした。（亜娥歩） 


